












要約:地域精神保健システムの中で児童相談所が果たす役割を検討するために、精神科医が

常勤しており、地域活動に積極的に取り組んでいる「長野県精神衛生センター」と「広島

市児童総合センター」の活動状況をまとめた。すなわち、既存の社会資源である精神衛生

センターを中核にして保健所・児童相談所・教育相談センターの連携を図るタイプと、行

政的に関連諸機関を一地区にまとめるタイプについての検討である。それぞれの地区にお

ける諸条件を充分に考慮した上で、関連機関およびスタッフの役割を明確にし、真の連携

を図らなければならない。 


